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幼稚園じまん !
穴 師 幼 稚 園第３回

連 載

ぼくの！ わたしの！

泉穴師神社参道に面した緑豊かな環境
地域の人に見守られ育っています

▷園児数 103 人（平成 27 年６月現在）
▷我孫子 1-12-1（☎32・2213）

　穴師幼稚園は今年で創立 65 年を迎えました。歴史ある泉穴師
神社の参道に面し、穴師小学校や穴師公園と隣接しています。緑
豊かな環境にあり夏には楠の大木が涼しい影を作っています。
★あふれる緑のなかで身体づくり
園庭には芝生が緑のじゅうたんのように茂り、子どもたちが裸
足になったり寝転んだりして、のびのびと遊んでいます。
　晴れた朝は、「わくわくタイム」が始まります。音楽に合わせ
て体操をしたあと、いろんな年齢の友だちと一緒に遊んだり、う
んていや鉄棒を先生に教えてもらったりしながら、体のバランス・
体の移動・用具の操作などの基本的な体の動きが無理なく身につ
くようにしています。楽しく身体を動かすことで運動習慣の基礎
をつくり、幼児期に必要な意欲・社会性・創造性を育み、たくま
しい身体と豊かな心をもつ幼児の育成に努めています。
★ともに育つ就学前の子どもたち（交流・連携）
地域の要保育所とは、英語あそびや生け花の行事のほか、園外
散歩で合流して一緒に遊び、子ども同士の交流が深まるように工
夫をしています。11 月のふれあい健康まつりでは、5 歳児が合
同で歌声を披露します。穴師小学校とはフェンス扉を通って安全
に行き来ができます。津波想定の避難訓練への参加や、連合音楽
会で発表する演奏を聴かせてもらうなど交流・連携をしています。
★見守られて地域で育つ
ひよこちゃんクラブ（未就園児体験）・あいさつ運動・穴師公
園でのプール遊びの監視や手伝いをはじめ、多くの行事が保護者
の皆さんの支援と協力と見守りの中で行われています。
　幼稚園には地域の皆さんが製作した立派なだんじりがありま
す。秋にはＰＴＡ役員や委員さんの力をお借りして、「ソーリャ、
ソーリャ」と大きな声を出しながらはっぴ姿も勇ましく、園庭を
曳行します。地域の特色ある行事を体験することで、地域を愛す
る気持ちも育っています。

穴師幼稚園データ

朝の遊びの時間、わくわくタイム。芝生の上でのびのび遊びます

園庭ではいろんな年齢の子ども
が一緒です 穴師幼稚園じまんのだんじり！

日 月 火 水 木 金 土

…

休
館
日

8
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

新着本や、図書館からのお知らせを掲載します。
図書館だより

● 失敗力（週刊ジョージア編集部　編）
失敗が怖いのは、本気で働いていないから。

TAKURO（GLAY）、津田大介、大友啓史ら一流の男
たちが、失敗を武器に変えるヒントや仕事術を語る。
● ニッポン産業遺産の旅（二村 悟　監修）

ようこそ、「産業遺産」をめぐる旅へ ! 炭鉱、
製鉄所、巨大ダム、造船所…。日本のものづくり
の原点をめぐる遺産を紹介。日本の産業遺産リス
ト 100、エッセイ「産業遺産の楽しみ方」も掲載。
● リトル・パパ（パット・ムーン）

1 時間前まで、僕たちはごく普通の家族だった。
パパは仕事部屋にこもり、僕はテレビをみていて、
赤んぼうのベンジーは家の中を走りまわってい
る。パパが仕事部屋から出てきて…あれっ、パパ
とベンジーの様子がおかしいぞ !?

● 子どもに伝えたい春夏秋冬　和の行事を楽し
む絵本（三浦康子）
　お正月、節分、七夕、お盆…。季節の行事を豊富
なイラストでわかりやすく紹介。箸の持ち方と上げ
下ろし、服のたたみ方、お墓参りの手順、えんぴつ
の持ち方など、子育てに役立つヒントも満載。
● なつはひるね（村上康成）

夏の海がよぶ。夏の空がよぶ。たくさんあそんで、
たくさんたべて。寄せてはかえす波。ザザーン、サ
ラサラサラ…。シンプルな創作擬音と美しい情景で、
夏の一日をドラマチックに描いた絵本。
● ちっちゃなサリーはみていたよ（J・ロバーツ）

クラスでいちばんちっちゃいサリーはある日、
校庭で友だちがいじめられているところを見かけ
た。でも、誰もいじめを止めようとしなくて…。
本当にそれでいいのかな ?　たったひとりで勇気
を出した女の子のお話。

● 映画会
［日時］9 月 5 日㈯　午後 2 時
～午後 2 時 33 分「はらぺこあ
おむし～エリック・カール  コ
レクション～」
● おはなし会
［日時］8 月 15 日㈯　午後３
時～（約 30 分）　※毎月第３土
曜日の午後３時～
● 赤ちゃんのためのおはなし会
［日時］9 月 3 日㈭　午前 11
時～（約 60 分）　※毎月第 1 木
曜日の午前 11 時～

新しく入った本New Books イベント情報Events

We       books!

● 開館時間 → 午前 9時 30 分～午後 7時
（土・日曜日、休日は午後 5時まで）

● 問合 → ☎３２・０５６２
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